



Changing Contemporary Capitalism and Regional Society ： 
A Sociological Analysis of SAKAKI Township Model
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坂城町商工会、坂城町青色申告会「平成6年度坂城町小企業経営指標」p．10より
値額も92年をピークに落ち込んでいる。商工会が
工業企業86社を対象に行った調査によれば、1994
年の1社当平均売上高は1，312万円、営業利益は
430万7千円であり、前年度比106．7、107．0と若
干回復したものの1989年との比較ではそれぞれ
53．7、59．0にしかすぎない（坂城町商工会・坂城
町青色申告会「平成6年度　坂城町小企業経営指
標」P．2）。
　しかもこの不況は1990年代に急速に進行する日
本企業のアジア大の生産システムの構築と密接に
関連している。製造業の対外直接投資の推移をみ
ると、アジアのしめる比率は1990年の19．8％から
93年の32．9％へと急増しており、とくに中国への
投資が拡大している9）。この日本企業の生産シス
テムのアジアへの展開は、国内の地域経済空洞化
の危険をはらむが、坂城町の中小企業も例外では
ない。
　　「海外の値段と比較される。『韓国にもってい
　けば7がけでできる』といわれる。（金型の）60
　％は海外発注され、どんどん進んで心配だ。」
　（L社、京谷調査1995）
　　「国際化の影響を感じる。単価の競争が激し
　い。『この単価でやらないと他でやる』といわ
　れる。大ロットのものはだんだん少なくなり、
　小ロット、複雑なものが残る。ある程度のロッ
　トの数ないと収益はよくない。複雑なものは手
　間がかかったからといって単価的にはよくな
　い。」（K製作所、京谷調査1996）
　　「儲けの出る数量のまとまったものは海外へ
　出されて、残ったのは多品種少量のもの。以前
　は5千から1万とまとまりのあった注文が、20
　個、30個単位になったものもある。コストは同
　じようにかかるので、段取りで不良出たりし
　て、ここの所赤字に転換した。（中略）（自動車
　大手の）T社、N社でも、今よりコストを30％
　下げないとアジア諸国と競争できない。その目
　標で年間10％、半年で5％下げる活動をしてい
　る。対応できないところは職を変えるかやめる
　しかない。」（U工業、京谷調査1996）
　1990年代に入って、バブル経済の崩壊といっそ
う進展する国際化の深刻な影響に直面して、坂城
町の中小企業は新たな経営戦略を求められ、既に
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独自な対応を開始した企業もある。アジア諸国の
低廉な人件費コストに対する競争力をつけるため
にさらにME化を進め24時間無人化操業を可能に
する設備投資を試みる例（N製作所、京谷調査
1996）、自動車部品製造の設備と技術を生かして
電装、工作機械など他の機械部品分野への転換を
試みる例などがみられる（U工業、同調査）10）。
　世紀転換期の今日、坂城町の地域社会と中小企
業は新たな転機を迎えている。この難局を乗りこ
え、21世紀における成長を持続するために、何が
求められているのだろうか。その課題の全貌を解
明することは私の能力にあまるが、本稿の分析結
果と関連する範囲で二つの点を指摘したい。
　第一に、労働時間問題の解決が望まれる。これ
は一般的にいえば、近年の国際経済摩擦のなかで
他国から要求されているぼかりでなく、戦後の経
済至上主義を乗り越えて生活重視の社会を建設す
るために解決されるべき焦眉の国民的課題であ
る。
　第二に、坂城町の企業の従業員の高齢化への対
応、若年労働力の確保という課題である。坂城町
の従業員の年齢構成は、40歳代と50歳代で60％以
上を占める（40代45．1％、50歳代17％一安井・
田中調査）。また戦後派生した企業で修行を積み
自らの企業を起こした一代目の企業家層も既に60
歳代から70歳代の高齢に達し、それを継いだ二代
目の経営者層も40歳代、50歳代に達している。坂
城町の企業にとって経営者、従業員の双方におい
て若い人材を確保することが不可避の課題であ
る。そのためにも労働時間をはじめとする中小企
業の労働環境を速やかに改善する必要がある。
テムの効率性ばかりを一面的に強調するような偏向
　した研究がみられる。この問題点を検討した著書と
　して京谷栄二1993を参照されたい。
3）彼らによれば、第一の産業分水嶺以降まんべんな
　く大量生産体制が支配してきたわけではなく、クラ
　フト的生産体制にもとづき発展してきた地域、例え
ば刃物で有名なドイツのゾリンゲンなどがある。彼
　らの研究が世界的な注目を集めた理由は、大量生産
体制と異次元の産業地域を発掘しそこから新しい経
済成長戦略を構想した点にある。
4）各年の調査対象企業名、事業内容などを以下の表
に整理する。
　1991年、92年企業調査（調査実施日1991年9月11日
から13日、1992年9月21日から23日）
企業名 事業内容麟1創業年
S工業
A社
K製作所＊＊
N工業
Kワイヤー＊
D製作所
E精機
Sバネ
Y溶接
M精工＊＊
油圧部品
工作機械部品
油圧計部品・自動車部品
自動車部品
金型加工
フレキシブル・チューブ
建設機械・自動車部品
バネ
自動車部品溶接
金型部品・特殊部品
名
1
4
0
1
0
15
6
14
2
7
　年1970
1976
1968
1967
1982
1968
1970
1946
1967
1971
〈付記〉
　本研究は長野大学地域研究助成金の交付を受
けて行われたものである。
　　　　　　　　　　　　（1997．　1．　6　　受理）
註
1）レギュラシオン学派の学説についてはM．アグリ
　エッタ1976、山田鋭夫1991などを、またこの学派の
　日本の企業システムに関する分析としてBenjamin
　Coriat　1991を参照されたい。
2）日本社会が世界の社会科学のアカデミックな研究
　対象になること自体は喜ぽしいことであるが、しか
　しその中にはしばしば日本の企業の経営と生産シス
＊1991年のみ調査。＊＊1996年にも継続調査。
1995年地区工業会調査（調査実施日1995年9月18
日、19日）
地区名袋業薯1事業内容麟創業年
Z地区
S地区
1地区
N地区
G地区
K地区
D地区
W溶接
Tバネ
M製作所
0製作所
L社
W製作所
T加工
溶接加工
各種線板バネ
建設機械部品
電気機器
プラスティッ
ク金型
プレス加工
金型・メツキ
加工
名
2
8
4
26
8
8
60
　年1975
1965
1967
1969
1980
1958
1946
1996年企業調査（調査実施日1996年9月17日、18日）
企業名1事業内容欝創業年
Y精機製作所
N製作所
u工業
自動車部品、油圧機器
自動車部品
自動車部品、成型器部品
　名
445
　7
25
　年1946
1963
1963
＊この他前掲K製作所、M精工を継続調査。
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5）浅沼萬里は親企業から与えられた設計図にもとつ
　いて部品を製作する「貸与図」部品サプライヤー
　と、自社で設計し親企業から承認を受けた図面にも
　とついて製作する「承認図」部品サプライヤーを区
　別している。親企業と部品サプライヤーとの関係で
　みれば、後者は親企業から自立した技術力とノウハ
　ウをもつがゆえにより強い競争力をもつ。
6）無尽講は庶民のあいだで伝統的に行われてきた金
　融上の相互扶助の伝統的慣行である。典型的には12
　人が一つの講をつくり毎月集まり、一定額を積み立
　て、くじを引いて順番に積立金を使うものを決めた
　り、家族の病気、慶弔、火災などの事故による不意
　の出費に備える。しかし現在ではこのような金融的
　意味は薄れ、高校の同期生、地域活動を同時期に行
　ったもの、共通の趣味をもつものなどが、それらの
機縁で生まれた交際を継続させるために無尽講を開
　いて定期的に集まる。すなわち、金融の相互扶助で
　はなく、交際継続のための便法として地域社会の伝
　統的生活習慣が利用されている。
7）ニューリーダー研究会は坂城町の青年会活動を一
　緒に経験した二代目の若い経営者が中心になって、
　1991年につくった自発的な異業種交流組織である。
　地域の工業展ばかりでなく東京の晴海で開かれる全
　国的な工業展にも製品を展示し、共同受注をめざし
　ている。
8）M精工の経営者は従業員に十分な技術と技能を身
　につけさせ独立を支援するという経営哲学を実践し
　ている。彼の経営者同志の仲間関係と従業員の独立
　支援を重視する経営哲学は、彼が東京都大田区で修
　行をしていた工場の経営老の影響を受けている。既
　述の小田宏信の指摘を例証する興味深い事例であ
　る。
9）rエコノミストi1994年7月5日号、　P．32、表1。
　また日本企業のアジアにおける生産展開の動向とそ
　れが日本の中小企業に及ぼす空洞化について吉田敬
　一1996を参照されたい。
10）坂城町の中小企業では、東南アジアで現地生産を
　行う企業は現在のところ少ない。坂城町商工会での
　聞き取りによれば、タイに工場を建設したM製作所
　プラスティック金型・成型、従業員29人）、同じく
タイに工場建設計画中のK工業（自動車部品、従業
員146人）の2例のみである（京谷調査1996）。
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